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大
腸
が
ん
の
患
者
数
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す（
男
性
は
前
立
腺

が
ん
に
次
い
で
２
位
、
女
性
は
乳

が
ん
に
次
い
で
２
位
）。
が
ん
の

部
位
別
死
亡
数
は
、
男
性
で
は
２

位（
1
位
は
肺
が
ん
）、
女
性
で
は

１
位
で
す
。
そ
の
背
景
に
、
近
年

の
生
活
習
慣
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
大
腸
が
ん
の
予
防
・
早

期
発
見
編
で
す（
次
回
は
治
療
編
）。

早
期
発
見
の
た
め
の
心
が
け
や
、

発
症
リ
ス
ク
を
下
げ
る
生
活
習
慣

に
つ
い
て
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

病
院
大
腸
・
肛
門
外
科
講
師
の
山

内
慎
一
先
生
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

食
の
欧
米
化
で

患
者
数
が
増
加

大
腸
が
ん
と
は
？

大
腸
は
、
右
下
腹
部
か
ら
時

計
回
り
に
小
腸
を
取
り
囲
む
、

約
1
・
5
ｍ
の
細
長
い
消
化
管

で
す
。
小
腸
で
消
化
吸
収
さ
れ

た
あ
と
の
食
べ
物
の
残ざ

ん

渣さ

か
ら

水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
吸
収
し
、

不
要
物
を
便
と
し
て
排
泄
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
大
腸
の
内
壁
に

で
き
る
が
ん
で
、
発
生
部
位
に

よ
っ
て
「
結
腸
が
ん
」
と
「
直

腸
が
ん
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ

ま
す（
図
１
）。
結
腸
が
ん
の
う

ち
の
「
S
状
結
腸
が
ん
」
と
直

腸
が
ん
で
全
体
の
７
割
を
占
め

ま
す
。

大
腸
が
ん
の
患
者
さ
ん
が
増
え

て
い
る
理
由
は
？

生
活
習
慣
が
変
化
し
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
す
。
た
と
え

ば
食
の
欧
米
化
。
洋
食
に
多
く

用
い
ら
れ
る
牛
・
豚
・
羊
な
ど

の
赤
身
肉
、
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー

ジ
な
ど
の
加
工
肉（
＊
１
）、
お

よ
び
動
物
性
脂
肪
な
ど
は
大
腸

が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
風
の
食
事
に
加
え
、
過

度
の
飲
酒
、
喫
煙
、
運
動
不
足

も
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
生
活
習
慣

を
続
け
る
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
、
患
者
数
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
大
腸
が
ん
は
高
齢
に

な
る
ほ
ど
発
症
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
た
め（
40
歳
以
降
徐
々
に

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
、
女
性
の
死
亡
数
は
が
ん
の
中
で
第
１
位
。

大
腸
が
ん
は

生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
で
予
防
で
き
る

図1：大腸がんの発生部位（体の正面から見た図）

82024 vol.75
＊１　大腸がんに対する加工肉の発がん性は多くの研究によって証明されている。赤身肉についてはその可能性が十分にあると判
定されている。
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増
え
、
60
歳
以
降
発
症
し
や
す

く
な
る
）、
高
齢
化
も
要
因
の

１
つ
で
し
ょ
う
。

予
防
に
は
生
活
習
慣
の
改
善

が
肝
心
で
す
。
赤
身
肉
は
週
に

５
０
０
ｇ
ま
で
を
目
安
に
。
他

に
も
、
11
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し

て
、
無
理
し
な
い
程
度
に
生
活

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

年
１
回
は

便
潜
血
検
査
を

受
け
よ
う

大
腸
が
ん
の
症
状
は
？

大
腸
が
ん
は
、
早
期
は
無
症

状
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
進
行

す
る
と
自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、

発
生
部
位
に
よ
っ
て
そ
の
症
状

は
異
な
り
ま
す
。

盲
腸
か
ら
横お

う

行こ
う

結
腸
ま
で
は

腸
内
の
便
が
液
状
な
の
で
、
が

ん
に
よ
っ
て
腸
管
が
狭
く
な
っ

て
も
症
状
が
出
に
く
く
、
か
な

り
進
行
し
て
か
ら
貧
血
や
腹
痛

な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。

一
方
、
下か

行こ
う

結
腸
か
ら
直
腸

ま
で
は
便
が
固
形
に
な
っ
て
く

る
の
で
、
が
ん
が
小
さ
い
段
階

で
も
便
が
引
っ
か
か
り
、
腹
痛

や
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
出
や

す
く
な
り
ま
す
。

肛
門
付
近
に
が
ん
が
で
き
る

と
、
血
便
、
便
が
細
く
な
る
、

下
痢
と
便
秘
を
繰
り
返
す
な
ど
、

便
通
異
常
が
生
じ
る
の
で
、
比

較
的
早
い
段
階
で
見
つ
け
や
す

く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
大
腸
が
ん
は
ほ
か
の

が
ん
に
比
べ
て
ゆ
っ
く
り
進
行

す
る
の
で
、
治
る
可
能
性
は
高

く
、
早
期
発
見
で
き
れ
ば
ほ
ぼ

完
治
で
き
ま
す
。

早
期
発
見
す
る
に
は
？

年
に
一
度
は
便
潜
血
検
査

（
＊
２
）を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

大
腸
壁
に
が
ん
を
含
む
ポ
リ
ー

プ（
図
２
）が
で
き
る
と
、
便
が

そ
れ
ら
に
あ
た
っ
て
こ
す
れ
て

出
血
し
、
便
中
に
血
が
混
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
便
潜
血
検

査
で
は
、
便
中
に
含
ま
れ
る
微

量
の
血
液
を
検
出
で
き
ま
す
。

陽
性
の
場
合
は
、「
た
だ
の
痔

か
も
」
な
ど
と
思
わ
ず
に
、
消

化
器
内
科
を
受
診
し
て
精
密
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

便
潜
血
検
査
を
受
け
て
い
な

く
て
も
、
左
上
表
の
よ
う
な
症

状
が
あ
れ
ば
、
消
化
器
内
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

職
場
で
定
期
健
診
を
受
け
て

い
る
方
は
、
検
査
項
目
に
便
潜

血
検
査
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど

う
か
確
認
し
、
含
ま
れ
て
い
な

け
れ
ば
追
加
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。
会
社
勤
め
で
な
い
方
は
、

近
隣
の
健
診
セ
ン
タ
ー
や
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
40
歳
以
上
の
人
は
、
住
民

票
が
あ
る
市
区
町
村
で
、
年
１

回
便
潜
血
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
負
担
額
は
各
市
区
町
村
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
無
料

ま
た
は
数
百
円
～
千
円
ほ
ど
で

す
。

と
く
に
注
意
す
べ
き
症
状
は
あ

り
ま
す
か
？

ま
ず
、
便
秘
で
す
。「
今
ま

で
は
き
ち
ん
と
定
期
的
に
お
通

じ
が
あ
っ
た
の
に
、
最
近
は
便

秘
が
ち
」
と
い
う
場
合
は
、
要

注
意
で
す
。
大
き
く
な
っ
て
き

た
が
ん
が
便
の
通
り
道
を
狭
め
、

図2：ポリープとは？

　大腸がんセルフチェック

１つ以上心当たりがある方は、一度、検査を。
※がんがある程度大きくならないとあらわれない
症状もあります。

□	今までは便秘ではなかったが、
最近便秘がちである

□	便が細い
□	下血、血便がある
□	便が黒い
□	腹部または肛門に違和感がある
□	便秘と下痢をくりかえす
□	右下腹部にしこりがある
□	嘔吐
□	貧血

粘膜にできるイボ状のでき
もの。「腺腫」と呼ばれる
良性腫瘍のことが多いが、

「腺がん」などの悪性腫瘍
であることも。

大腸壁

ポリープができやすい人は、
年１回は大腸内視鏡検査を
受けましょう。

腺腫はがんになる可能性があるため、
ある程度の大きさ（6mm以上）のも
のは内視鏡などで切除する。

9 vol.75 2024 ＊２　専用の検査キットで２日間にわたって便を採取し、便中に血液の成分が混じっていないかを調べる検査。
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受
診
後
は
？

一
般
的
に
は
、
大
腸
内
視
鏡

検
査
を
行
な
い
ま
す
。
肛
門
か

ら
内
視
鏡（
先
端
に
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
が
つ
い
た
管
）を
入
れ
て

大
腸
の
内
部
を
観
察
し
、
が
ん

や
ポ
リ
ー
プ
、
炎
症
な
ど
を
診

断
し
ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
画

像
解
析
を
行
な
う
内
視
鏡
も
あ

り
、
よ
り
正
確
に
診
断
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
組
織

の
一
部
を
採
取
し
て
調
べ
た
り
、

ポ
リ
ー
プ
や
早
期
の
が
ん
が
見

つ
か
れ
ば
切
除
も
可
能
で
す
。

患
者
さ
ん
の
な
か
に
は
、
腸

内
に
極
端
に
狭
い
部
分
が
あ
っ

た
り
、
肛
門
に
炎
症
が
あ
っ
た

り
し
て
内
視
鏡
を
入
れ
に
く
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

う
い
う
場
合
は
、
大
腸
Ｃ
Ｔ
検

査
を
行
な
い
ま
す
。
腸
内
に
二

酸
化
炭
素
を
入
れ
て
ふ
く
ら
ま

せ
た
状
態
で
撮
影
を
行
な
い
、

３
次
元
の
画
像
を
作
成
し
て
病

変
を
探
し
ま
す
。

病
変
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に

は
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
追
加

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
腸

Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
組
織
の
採
取
や

切
除
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
診
断

精
度
は
内
視
鏡
検
査
と
同
等
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

持
病
や
遺
伝
性
の
病

気
が
あ
る
人
は
、若
い

う
ち
か
ら
検
査
を

大
腸
が
ん
に
つ
な
が
り
や
す
い

病
気
は
あ
り
ま
す
か
？

糖
尿
病
の
方
は
、
そ
う
で
な

い
方
に
く
ら
べ
て
、
大
腸
が
ん

の
発
症
リ
ス
ク
が
約
２
倍
に
な

り
ま
す
。
ま
た
潰
瘍
性
大
腸
炎

や
ク
ロ
ー
ン
病（
＊
４
）も
、
発

症
か
ら
の
期
間
が
長
い
ほ
ど
、

大
腸
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

く
な
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
遺
伝
す
る
？

家
族
性
大
腸
腺
腫
症（
＊
５
）

と
遺
伝
性
の
リ
ン
チ
症
候
群

（
＊
６
）は
要
注
意
で
す
。

家
族
性
大
腸
腺
腫
症
の
方

は
、
放
っ
て
お
く
と
40
歳
ま
で

に
約
50
パ
ー
セ
ン
ト
、
60
歳
で

90
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
確
率
で

大
腸
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
チ
症
候

群
の
場
合
は
、
50
歳
未
満
で
大

腸
が
ん
や
子
宮
体
が
ん
な
ど
を

発
症
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
こ
う
し
た
病
気
の
方
が
家

族
や
親
戚
に
い
る
場
合
は
、
世

代
を
経
る
ご
と
に
発
症
年
齢
が

若
く
な
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
の

で
、
10
代
や
20
代
の
う
ち
か
ら

便
潜
血
検
査
や
大
腸
内
視
鏡
検

査
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ら
？

大
腸
が
ん
の
治
療
法
に
は
内

視
鏡
治
療
、
手
術
治
療
、
薬
物

療
法
、
放
射
線
治
療
と
い
う
４

本
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
手
術
治

療
は
、
10
年
ほ
ど
前
は
開
腹
手

術
が
主
流
で
し
た
が
、
今
で
は

お
な
か
を
大
き
く
切
ら
な
い
腹

腔
鏡
手
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下

手
術
な
ど
の
低
侵
襲
手
術（
＊

７
）が
増
え
て
い
ま
す
。

次
号
で
は
大
腸
が
ん
の
最
新

治
療
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

便
が
通
過
し
に
く
く
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
同
じ

理
由
で
、
細
い
便
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

下
血
や
血
便
も
要
注
意
で
す
。

鮮
血
便
や
ド
ロ
ッ
と
し
た
粘
血

便
、
黒
色
便
な
ど
、
出
血
の
状

態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
痔
や
潰

瘍
性
大
腸
炎（
＊
３
）な
ど
、
別

の
病
気
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
出
血
は

異
常
が
あ
る
サ
イ
ン
で
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
が
ん
が

盲
腸
か
ら
横
行
結
腸
ま
で
の
間

に
で
き
た
場
合
は
自
覚
症
状
が

出
に
く
く
、
腰
痛
や
貧
血
、
右

下
腹
部
の
し
こ
り
に
触
れ
る
な

ど
の
症
状
が
出
て
き
た
と
き
に

は
、
か
な
り
進
行
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
出
血
し
た

場
合
も
含
め
て
、
早
め
に
消
化

器
内
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

内
視
鏡
検
査
や

Ｃ
Ｔ
検
査
で

診
断
を
確
定

Ｑ　
大腸内視鏡検査の前に
便を出すのがつらいです。
上手に出すコツは
ありますか？

A　初めて受ける方は、医療機関の
説明をよく聞いて、検査前の食生活
や下剤の使い方を守ってください。
過去に検査を受けたことがある方は、
ご自分の体質を少なからず把握でき
ていると思います。たとえば検査前

に便が出にくい方は、検査の数日前
から下剤を内服したり、消化のよい
食事に切り替えたりしています。困
ったことがあれば、ご自分で判断せ
ず、主治医や専門スタッフに相談し
てください。

＊Body Mass Index：体格指数＝体重（㎏）÷身長（ｍ）の２乗

102024 vol.75
＊３　大腸の粘膜にびらんや潰瘍ができる炎症性疾患。血便や下痢、腹痛などの症状がある。指定難病の１つ。
＊４　小腸や大腸の粘膜に慢性的な炎症を引き起こす炎症性腸疾患。指定難病の1つ。

＊５　多数のポリープが大腸に発生する遺伝性疾患。40歳までに、高い頻度で大腸がんを発症する。
＊６　生まれつき、遺伝子がうまく働かなくなっている状態。大腸がんや子宮体がんになりやすい遺伝性の体質。
＊７　手術の際の傷口を最小限にとどめるなど、患者さんの体への侵襲（負担）が少ない手術。
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大腸がんを予防する生活習慣

大腸がん （予防・早期発見編）まとめ

動物性脂肪や赤身肉を食べすぎず
バランスのよい食事を心がける

肥満もやせすぎもがんのリスクを上げる
ちょうどいい体重の維持を心がけよう
肥満は大腸がんの発症リスクを上げ、やせすぎはす
べてのがんのリスクを上げるといわれています。適
正な体重を維持しましょう。男性はＢＭＩ値（＊）21
～27、女性は21～25が目安です。

動物性たんぱくが赤身肉・加工肉に偏っている人は、
鶏肉や魚のメニューを増やしましょう。赤身肉の摂
取は週３回まで、１週間で合計500ｇ未満に。１日
400ｇの野菜・果物の摂取を心がけましょう。

食生活 適正な体重

１日40～60分間程度の
軽い運動を習慣づけよう

喫煙者はなるべく禁煙を
節度をもってお酒を楽しもう
喫煙や過度な飲酒は、大腸がんの発症リスクを確実
に高めるといわれています。禁煙と、節度をもった
飲酒を心がけましょう（P.13の「１日あたりの飲酒
量の目安」をご参照ください）。

18～64歳の人は、歩行などの軽い運動を１日60分
程度、65歳以上の人は、買い物など日常の行動で１
日40分程度は体を動かしましょう。これからの季節
は、熱中症にくれぐれもご注意ください。

運動　 禁煙・節酒

今日から実践！

＊Body Mass Index：体格指数＝体重（㎏）÷身長（ｍ）の２乗

無症状で
進行することもある。
便潜血検査で早期発見を

健康的な
生活習慣で
発症リスクを下げる

発症リスクを
上げる病気にも
要注意
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取材・文：編集部　
イラスト：橋本豊

＊５　多数のポリープが大腸に発生する遺伝性疾患。40歳までに、高い頻度で大腸がんを発症する。
＊６　生まれつき、遺伝子がうまく働かなくなっている状態。大腸がんや子宮体がんになりやすい遺伝性の体質。
＊７　手術の際の傷口を最小限にとどめるなど、患者さんの体への侵襲（負担）が少ない手術。
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